
社会福祉法人 四街道市社会福祉協議会 

こどもルーム臨時職員の任用に関する規程 
 

（目的） 

第１条  この規程は、社会福祉法人四街道市社会福祉協議会（以下「本会」という。）

組織規程第６条第２項の規定により雇用するこどもルームの支援員及び補助員（「以

下「臨時職員」という。）の任用及び勤務条件等に関し、必要な事項を定めることを

目的とする。 

  

（臨時職員の業務） 

第２条 前条に定める臨時職員の業務は、次のとおりとする。 

（１）こどもルーム業務 

（２）その他本会会長が必要と認める業務 

 

（臨時職員の任用） 

第３条 本会会長は、臨時職員の雇用を必要と認める場合は、四街道市と協議により

任用する。 

２ 会長は、臨時職員を雇用しようとする場合は、筆記試験及び面接試験の方法によ

り選考するものとする。ただし、会長が必要と認めたときは、筆記試験又は面接試

験のいずれかの方法により選考するものとする。 

３ 前項に規定する選考は、臨時職員の期間の更新の場合には適用しない。 

 

（職位） 

第４条 臨時職員の職位及び職務内容については、別表１のとおりとする。 

 

（服務） 

第５条 臨時職員は、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければ

ならない。 

２ 臨時職員は、本会の信用を傷つけ、又は不名誉となるような行為をしてはならな

い。 

３ 職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。また、その職を退いた後も同様

とする。 

 

（勤務時間及び勤務日）  

第６条 臨時職員の勤務時間及び勤務日は、原則として次に定めるところによる。  

（１）主任支援員・副主任支援員の勤務時間及び勤務日は次のとおりとする。 

通 常 日 午前１１時３０分から午後７時００分とする。 

学校休業日 午前９時００分から午後６時００分のうち１日の勤務時間は７

時間４５分とする。 

勤 務 日 週５日とする。 



（２）主任代理支援員の勤務時間及び勤務日は次のとおりとする。 

通 常 日 午後１時００分から午後７時００分とする。 

学校休業日 午前９時００分から午後６時００分のうち１日の勤務時間は７

時間４５分とする。 

勤 務 日 週３日とする。 

（３）支援員・補助員Ａ・補助員Ｂ・補助員Ｃの勤務時間及び勤務日は次のとおりと

する。 

通 常 日 午後 ２時００分から午後６時００分とする。 

学校休業日 午前 ９時００分から午後６時００分のうち１日の勤務時間は７

時間４５分までとする。 

勤 務 日 週１日～週５日までとする。 

（４）巡回指導員の勤務時間及び勤務日は次のとおりとする。 

通 常 日 午後１時００分から午後７時００分までとする。 

学校休業日 午前９時００分から午後６時００分のうち１日の勤務時間は７

時間４５分までとする。 

勤 務 日 週４日とする。 

（５）なお、勤務時間及び勤務日に変更があり、会長が認めた場合においてはこの限

りではない。 

 

（退職） 

第７条 臨時職員は、雇用契約期間の満了により退職する。 

２ 臨時職員が、次の各号のいずれかに該当したときは、雇用期間の満了前に退職さ

せるものとする。 

（１）臨時職員に担任させていた業務が終了したとき 

（２）臨時職員に担任させていた業務が中止または中断したとき 

（３）退職の申し出があったとき 

（４）非行、勤務怠慢その他これに類する行為があったとき 

３ 前項の規定によって臨時職員を退職させようとする場合は、同項第３号に規定す

る場合を除き、労働基準法（昭和２２年法律第４９号）第１９条から第２１条までの

規定の適用があるものとする。 

 

（賃金及び交通費） 

第８条 臨時職員の賃金は、他に特段の定めがある場合を除くほか、別表２のとおり

とする。 

２ 交通費は、通勤距離２キロメートル以上の臨時職員のうち、交通機関を利用する

者に対しては、実費として１日 ５００円を上限に、交通用具を利用する者に対して

は、次の表の左欄に掲げる自転車等の使用距離の区分に応じ、それぞれ同表の右欄

に掲げる額を出勤１日につき支給する。 



 

自転車等の使用距離 額 

２キロメートル以上５キロメートル未満 １３０円 

５キロメートル以上１０キロメートル未満 １７０円 

１０キロメートル以上１５キロメートル未満 ２８０円 

１５キロメートル以上２０キロメートル未満 ４３０円 

２０キロメートル以上２５キロメートル未満 ４９０円 

２５キロメートル以上 ５００円 

３ 賃金及び交通費は、毎月末日に締切りし、その支給日は翌月の２１日とする。ただ

し、その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号、以下「祝日法に

よる休日」という。）に規定する休日、土曜日及び日曜日に当たるときは、その日前

において、その日に最も近い祝日法による休日、土曜日及び日曜日でない日を支給

日とする。 

４ 賃金及び交通費は、口座振込の方法により支払う。 

 

（賞与の支給）（令和3年3月追加・令和3年9月一部追加） 

第８条の２ 賞与は、３月１日（以下この条において、これらの日を「基準日」とい

う。）に在職する臨時職員に対して、基準日から起算して１か月を超えない範囲内に

おいて支給する。支給日は、３月２１日とする。これらの基準日前１か月以内に退職

し、又は死亡した臨時職員についても同様とする。ただし、その日が祝日法による休

日、土曜日及び日曜日にあたるときは、その日に最も近い祝日法による休日、土曜日

及び日曜日でない日を支給日とする。 

２ 賞与の算定期間は基準日と同年度の４月から３月までの１２か月以内とする。 

３ 主任支援員及び副主任支援員の賞与の額は、第8条1項に規定する別表2（以下「別

表2」という）の賃金に、算定期間におけるその者の在職期間の次の各号に揚げる区

分に応じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額とする。 

（1）１２か月          100分の100 

（2）１０か月以上１２か月未満  100分の80 

（3）６か月以上１０か月未満   100分の60 

（4）２か月以上６か月未満    100分の30 

（5）２か月未満         支給なし 

４ 主任代理支援員、支援員、補助員及び巡回支援員の賞与の額は、基準日以前 12 か

月以内にその者に支払われた雇用契約書第 3 条第 1 項第 2 号に規定する通常日（学

校休業日は通常日の勤務時間と同様とする）の勤務時間における別表 2 の賃金をそ

の期間の支給回数で除した額に、算定期間におけるその者の在職期間の前項の各号

に揚げる区分に応じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額とする。 

 

（キャリアアップ手当） 

第９条 臨時職員は、経験年数、研修の受講及び出勤日数に応じ、別表３のとおり月額

手当を支給する。だだし、巡回支援員は除くものとする。 

 

 



（所得税及び保険料等の控除） 

第１０条 前条第３項に規定する賃金及び交通費の支給に当たっては、法令等の規定

に基づく所得税及び保険料等を控除した額とすることができる。 

 

（臨時職員の勤務条件） 

第１１条 嘱託職員及び臨時職員の勤務条件については、次のとおりとする。 

（１）任用期間は、１２月以内とする。ただし、年度の途中において任用した臨時職

員等の期間は、その年度の末日までとする。 

（２）１日の勤務時間は、職員就業規則第２０条による。ただし、臨時職員の従事す

る業務により会長が別に定めることができる。 

（３）社会保険等の適用については、健康保険法（大正１１年法律第７０号）、厚生

年金保険法（昭和２９年法律第１１５号）、雇用保険法（昭和４９年法律第１１６

号）及び労働者災害補償保険法（昭和２２年法律第５０号）の定めるところによ

る。 

 

（年次有給休暇） 

第１２条 労働基準法第３９条の規定に基づき、年次有給休暇を与える。 

 

（補則） 

第１３条 この規程に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 

附  則 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

 

附  則 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。ただし、第４条の規定は令和３年１月

１日より適用する。 

 

附  則 

この規程は、令和３年１０月１日から施行する。 

 

 

  



別表１（第４条第１項）（令和3年3月一部追加）

職  位 職       務 

主任支援員 

都道府県が実施する認定資格研修を修了した者で（令和５年３月

３１日までに修了することを予定している者を含む）で、こども

ルームにおいて、子どもの育成支援及びルーム運営を行う。 

副主任支援員 

都道府県が実施する認定資格研修を修了した者（令和５年３月３

１日までに修了することを予定している者を含む）で、こどもル

ームの大規模ルーム・分室において、主任支援員の補佐業務を行

う。 

主任代理支援 

都道府県が実施する認定資格研修を修了した者（令和５年３月３

１日までに修了することを予定している者を含む）で、主任不在

のこどもルームの主任支援員相当の業務を行う。 

支援員 

都道府県が実施する認定資格研修を修了した者（令和５年３月３

１日までに修了することを予定している者を含む）で、主任支援

員の指導のもと、子どもの育成支援を行う。 

補助員Ａ 
主任支援員の指導のもと、支援員の補助として子どもの育成支援

を行う。 

補助員Ｂ 
主任支援員の指導のもと、支援員の補助として子どもの育成支援

を行う。 

補助員Ｃ 
主任支援員の指導のもと、支援員の補助として子どもの育成支援

を行う。 

巡回支援員 
こどもルームを定期巡回し、主任支援員等に対する助言・指導を

行う。 



別表２（第８条第１項） 

職  位 賃金区分 支給額   

 

主任支援員 月額 １８５，１００円 

副主任支援員  月額 １６６，５９０円 

主任代理支援員  時間 １，０５０円 

支援員 時間 ９８０円 

補助員Ａ 時間 ９８０円 

補助員Ｂ 時間 ９６０円 

補助員Ｃ 時間 ９６０円 

巡回支援員 時間 １，０００円 

 

 

 

別表３（第９条第１項） 

 キャリアアップ 

手当加算額 
資質向上研修 

雇用契約日数（週の労働日数） 

週５日 週４日 週３日 週２日 週１日 

支援員 

(放課後

児童支援

員） 

主任 研修済み ３万円         

(１０年以

上） 
未受講 １万円         

主任 研修済み ２万円         

(５年以上） 未受講 １万円         

主任 研修済み １万円         

(５年未満） 未受講 １万円         

副主任・主任

代理・支援員 
研修済み ２万円 

１万６千

円 

１万２千

円 
８千円 ４千円 

（５年以上） 未受講 １万円 ８千円 ６千円 ４千円 ２千円 

副主任・主任

代理・支援員 
研修済み １万円 ８千円 ６千円 ４千円 ２千円 

(５年未満） 未受講 １万円 ８千円 ６千円 ４千円 ２千円 

 

 


